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お らし せ行政
からの

中
村
慎
一
朗
さ
ん
（
3７
歳
）

　

東
京
都
豊
島
区
か
ら
多
久
へ
来
ら
れ
た
中
村
さ

ん
。
出
生
地
は
福
岡
県
で
高
校
ま
で
を
過
ご
し
、
愛

媛
大
学
に
進
学
。
東
北
地
方
に
就
職
後
、
東
京
の
大

学
で
商
店
街
を
中
心
と
し
た
商
業
史
・
観
光
史
に
つ

い
て
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

西
野
　
実
穂
さ
ん
（
3１
歳
）

　

佐
賀
市
か
ら
多
久
へ
来
ら
れ
た
西
野
さ
ん
。
出
生
地
は
福
岡

県
で
西
南
学
院
大
学
を
卒
業
後
、
佐
賀
市
で
就
職
。
農
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
北
海
道
、
武
雄
市
で
行
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ぱ
れ
っ
と
」

を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
ま
ち
な

か
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
支
援
活
動
、
ま
ち
な
か
の
魅
力
の
情
報

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
商
店
街
活
性
化
の
支
援
や
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

西
野
さ
ん
は
、
西
多
久
町
の
農
産
物
直
売
所
「
幡
船
の
里
」

の
運
営
や
伝
統
野
菜
な
ど
の
６
次
化
、
加
工
品
の
開
発
、
販
売

所
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
農
産
物
販
路
の
拡
大
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
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６
月
は
水
無
月
と
呼
び
ま
す
が
梅
雨
入
り
の
月
。
台
風

終
了
ま
で
災
害
要
注
意
で
す
。
天
候
に
ご
注
意
下
さ
い
。

　

１
年
前
の
こ
と
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・
宮
城
県

岩
沼
市
の
「
千
年
希
望
の
丘
・
植
樹
祭
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
緑
の
堤
防
を
つ
く
り
、
故
郷
を
守
り
、
未
来
の
希
望

を
つ
な
ぐ
壮
大
な
思
い
と
協
力
要
請
を
、
当
時
の
井
口
市

長
か
ら
伺
い
、
消
防
作
業
服
姿
で
参
加
し
た
の
で
す
。

　

仙
台
空
港
傍
の
会
場
に
約
７
千
人
が
集
合
。
開
会
式
で

は
小
泉
進
次
郎
復
興
担
当
政
務
官
も
挨
拶
。
海
岸
沿
い
の

帯
状
の
丘
に
タ
ブ
・
椎
・
桜
な
ど
の
広
葉
樹
１６
種
７
万

本
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
植
林
生
態
学
者
の
宮
脇
昭
先

生
が
指
導
さ
れ
、
小
泉
政
務
官
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
石
井

竜
也
さ
ん
、俳
優
西
村
雅
彦
さ
ん
等
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
そ
こ
は
津
波
が
集
落
・
田
畑
を
呑
み
こ
み
広
が
っ

た
所
で
す
。
丘
は
災
害
廃
棄
物
ガ
レ
キ
の
有
効
活
用
で
築

造
さ
れ
、
植
樹
の
完
成
後
は
津
波
の
減
衰
、
い
ざ
と
い
う

時
の
避
難
場
所
、
防
災
教
育
の
場
所
、
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
に
活
用
さ
れ
る
計
画
で
、
今
年
も
５
月
末
に
実
施
。

　

災
害
を
越
え
て
未
来
へ
進
む
意
志
と
努
力
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
す
。
で
も
被
災
地
で
は
本
格
復
興
へ
の
道
半
ば
状

況
も
あ
り
、
改
め
て
防
災
対
策
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
こ
と
は
行
政
の
基
本
使
命
の

１
つ
で
、
そ
の
遂
行
の
た
め
５
月
に
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
と

防
災
会
議
を
行
い
、
今
後
の
大
雨
・
台
風
な
ど
の
災
害
に

備
え
て
い
ま
す
。
万
事
し
っ
か
り
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
も
携
帯
端
末
等
で
気
象
サ
イ
ト
登
録
、
防
災
メ
ー

ル
登
録
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
対
応
も
お
願
い
し
ま
す
。

希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ
千
年
希
望
の
丘

市
長
　
横
尾
俊
彦

協
力
隊
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

協
力
隊
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
２
人
に
委
嘱

▲ ５月 １日の委嘱状交付式の様
子。緊張した面持ちで横尾市長
から委嘱状を手渡されました。

　
某
テ
レ
ビ
局
の
ド
ラ
マ
に
も
な
っ
た
“
地
域
お
こ
し
協
力
隊
”
が
５
月
１
日
か
ら
多
久
市

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、

地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、
意
欲
あ
る
都
市

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

取
り
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
地
方
自
治
体
が
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、

一
定
期
間
以
上
、
農
林
漁
業
の
応
援
、
水
源
保
全
・
監
視
活
動
、
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
各
種
の

地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
図
っ
て
い
く
活
動
で
す
。

よ
う
こ
そ
多
久
市
に
！

　「あいぱれっと」に来れば
多久の情報がわかる空間に
し、市民や観光客にとって魅
力的な「多久の顔」にしたい。
イベントや発表の場として
活用し市民の一体感を創り
上げていきます。

　農業体験を通じ、自然のあ
りがたさや食物への感謝の
心が芽生えました。温かく
私を見守り、横のつながり
が深い地域の力を結集して、
自分自身も勉強しながら活
性化に取り組みます。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
政
策
課 

男
女
参
画
・
市
民
活
動
推
進
係　
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